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★子どもたちは、誰かに話す権利がある★ 

ノルウェーにおけるＤＶと加害者の対策状況 

オイヴィン・アシュム(Oivind・Aschjem)  

１９４９年生まれ １９８１年からＤＶ問題に取り組む。精神看護師、家

族セラピスト、作家としてＤＶ問題に幅広い視点から取り組んでいる。 

本書パパと怒り鬼原書のアドバイザー 

 

巻末に、この物語の生まれた国、ノルウェーと、日本の、「ＤＶ加害者の更生取り組み」が紹介されています。 

★加害者が変わることが、最大の被害者支援になる★ 

日本におけるＤⅤの現状と課題  

信田 さよこ(のぶた・さよこ)  

１９４６年生まれ ＤＶ、児童虐待、アルコール依存症、摂食障害、ひき

こもり等に悩む人々 のカウンセリングにと取り組む。「加害者は変われるか

ーＤＶと虐待をみつめながら」他、著書多数 

幼い主人公が、幼いことばで語るこのものがたり・・子どもの心の叫びが、聞こえてきます。 
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普段は優しくて大きいパパ。今は落ち着いているかな？だいじょうぶ、落ち着いているぞ。でもパパは不機嫌で何も言わない。 

怒り鬼がじわりとパパにとりついてくる気配がする。「ぼく、何か悪いことをしたのかな、もっといい子になるから、こないで、

怒り鬼！」。ボイの心の声の叫びは届かず、怒り鬼にとりつかれたパパが恐ろしい顔で迫ってきます。ボイの心は恐怖で張り裂け

そう。その時、ママがボイを子ども部屋に押し込んで、怒り鬼の前に立ちはだかりました。壁のように大きくなって…。 

 

 

なにもかもが壊れてむき出しになる、うすっぺらい紙のような家。壁越しに聞こえる凄まじい暴力に心を閉ざしてしまうボイ。

時が過ぎ、怒り鬼が抜け出した後のパパは泣いています。その手に包帯を巻くママ。ママはこのことは家族だけの秘密と言いま

した。ボイの唇には鍵がかかってしまいました。傷ついた幼い心は、いつしか、白い大きな犬と遊ぶ空想へと逃避していきます。 

そして、現実。垣根のそばで座って待っていてくれた白い大きな犬。柔らかな耳をなでて、ボイの心は解けていきました…。 

 

 

「じゃぁ手紙を書きなよ」「手紙だ、手紙だ！」とみんなに勧められて、ボイは王様に手紙を書きました。 

「しんあいなおうさま、パパはなぐります。ぼくのせいでしょうか」。ある日、王様が家にやってきました。手紙が届いたのです。 

パパは王様といっしょにお城で暮らすことになりました。そこで、過去に出てきたいろいろな怒り鬼と向き合って、そいつと

闘って、壊れた自分を修復するのです。何もかもがうまくいく日は、きっときます。おひさまが輝き、みんなが笑い合える日も。   

今、ボイはやさしいパパと会える日を待ち望んでいます。ようやく、希望に向かう最初の一歩が踏み出せたのです…。（みっと）         

 

 

 

🍃 


